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通常時の連絡体制（例）

・全体の統括と参加者などへの連絡

   （本部責任者）

  【連絡調整（常時）】

・現地の統括と本部への連絡

（現地責任者）

巡回警備 緊急連絡 応急救護 記録

・安全確認 ・緊急時の初動 ・傷病者の救護 ・活動の記録

・医療機関との連携 ・天候などの情報収集

・緊急連絡

事業主催者

現地本部
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【 】 

警報 基準 

大雨 台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予

想される場合 

暴風 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により暴風

が吹くと予想される場合 

暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を

伴う暴風が吹くと予想される場合 

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 

気象庁が、最大震度５弱以上または最大長周期地震動階級が３以上と予想さ

れた場合に、震度４以上または長周期地震動階級が３以上予想される地域を対

象に緊急地震速報を発表し、テレビやラジオ、携帯端末、防災行政無線などで

緊急地震速報が流れます。 
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危機管理マニュアル（様式集）

１．イベントの概要 ２．チェック表

チェック

３．想定されるリスクの抽出と対応策
項目 具体的にリスク抽出

自然災害

人災

健康被害

その他

４．中止する基準

●条件付きで決行の場合の基準

●条件付きで決行の場合の基準

●条件付きで決行の場合の基準

●条件付きで決行の場合の基準

●条件付きで決行の場合の基準

●条件付きで決行の場合の基準

●条件付きで決行の場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

●条件付きで継続する場合の基準

爆破予告等、イベントを妨害する通報（メール・電話・ＳＮＳなど）を受けた場合

熱中症特別警戒アラートが発令されたとき

不審者、不審物を発見した場合

そのほか

　　参加者の安全を最優先に、気象情報や地震など自然災害の発生状況、会場の状況、イベントの性質などを総合的に考慮して、現地責任者は安全管理責任者からの情報をもとにイベントの中止や
　　規模の縮小等の判断を速やかに行う

条件付き中止決行中止

爆破予告等、イベントを妨害する通報（メール・電話・ＳＮＳなど）を受けた場合

イベント準備中または実施中に、和泉市（または和泉市を含む泉州地域等）に

具体的な対応策

項目

入場料（参加料）の有無・金額　※返金等の検討

関係者（共催者・協賛・後援等）
※中止や事故の際に連絡する必要がある者

主催者

来場者予定数

開催場所

開催日程

イベントの目的

イベント名

概要 項目

緊急連絡網

役割分担

会場図・人員配置図

タイムテーブル

項目

和泉市災害対策本部運営マニュアルに基づく、事前配備が行われたとき

和泉市災害対策本部運営マニュアルに基づく、警戒配備が行われたとき

和泉市災害対策本部運営マニュアルに基づく、災害警戒本部が設置されたとき

和泉市災害対策本部運営マニュアルに基づく、災害対策本部が設置されたとき

大雨警報が発令されたとき

暴風警報が発令されたとき

熱中症特別警戒アラートが発令されたとき

そのほか

洪水警報が発令されたとき

竜巻警報が発令されたとき

暴風警報が発令されたとき

洪水警報が発令されたとき

竜巻警報が発令されたとき

地震（震度●以上）が発生したとき

落雷が予見される場合

大雨警報が発令されたとき

イベント当日午前７時までに、和泉市（または和泉市を含む泉州地域等）に



１．タイムテーブル ２．会場図・人員配置図

時間 項目 詳細 担当者 想定されるリスク リスク対応策
7:30
7:45
8:00 会場見取り図に落とし込む内容(例)
8:15

8:30 会場のどこでどんなイベントが開催されているか
8:45 混雑が予想される場所と対応方法

9:00 来場者・スタッフの動線
9:15 避難経路・緊急車両の動線
9:30 消火器、緊急消火用貯め水の場所などの設置場所
9:45 非常口、被雷場所、AEDの設置場所

10:00 LPガスなどの危険物を設置している場所

10:15 案内標識の配置図
10:30 配布物の設置場所や一時保管所、備品設置場所など
10:45
11:00 ※運営本部を設置した場合、地図上に図示する
11:15 　（理由）・出場した消防がまずは現地本部へ集結するため
11:30 ※運営本部を設置しない場合は、緊急時の対策本部を設置する
11:45 　（理由）・関係者と接触する場所を設定しておかないと、
12:00     消防活動が円滑に行うことが出来ないため
12:15

12:30

12:45
13:00
13:15
13:30
13:45
14:00
14:15
14:30
14:45
15:00
15:15
15:30
15:45
16:00
16:15
16:30
16:45
17:00
17:15
17:30
17:45
18:00
18:15
18:30
18:45
19:00

イベント実施関係まとめ



役割分担まとめ 事故発生時は赤字部分で対応

指示
氏名 氏名 氏名
連絡先 連絡先 連絡先

氏名
連絡先

報連相
情報収集

氏名 氏名
連絡先 連絡先

氏名
連絡先

氏名
連絡先

報連相
そのほか（メモ）

区分 名称・担当者等 連絡先
医療機関
消防・救急
警察
保健所
施設管理者
保険会社
顧問弁護士
広報担当
●●●●

巡回警備・誘導

救助

応急救護

安全管理責任者（課⻑補佐級）・記録

イベント運営本部⻑（部⻑級）

危機管理責任者（次⻑級）

現地責任者（課⻑級）

・イベントを総括し、万が一事故が
発生した場合には、事故対策本部を
設置する
・対応策を決定し被害者等の対応
・事故の状況及び対応策を市⻑、副
市⻑、教育⻑に報告

役割

・イベント全体の進行管理を指揮命令する
・参加者の安全を最優先に、気象情報や地震など自然災害の発生状況、会場の状況、イベントの性質などを総合的に考慮し
て、現地責任者は安全管理責任者からの情報をもとにイベントの中止や規模の縮小等の判断を速やかに行う
・大雨、強風、熱中症等の注意報が発令されている場合は、参加者の安全を配慮したうえで、中止の有無を判断する
・落雷や⻯巻、その他悪天候のため屋外に出ることが危険な場合は、天候が回復するまでイベント会場内で参加者を待機さ
せる。また落雷や⻯巻、その他雨雲等が過ぎ去ってからも安全が確認できるまでは屋外には出ないようにする
・その他、判断基準に該当しうると予測した者は、中止の判断について安全管理責任者及び現地責任者に直ちに報告する
・判断にあたっては、下記の例を参考に、判断基準を事前に定め、安全管理責任者及び関係者で共有する
【判断基準の例】※本イベントの基準は「表紙」に記載
・大雨、暴風、洪⽔、⻯巻等（特別警報や緊急地震速報を含む）の警報が出ている場合
・熱中症特別警戒アラート(環境省)が発表されている場合
・地震が発生した場合
・落雷が予見される場合
・警察、消防署等と協議のうえ判断する事例
☆不審者、不審物を発見した場合
☆イベントを妨害する通報（メール・電話・ＳＮＳなど）を受けた場合

役割

随時、状況を把握（記録）しながら、各機関と連絡をとり、連携を図る。
・警報報や注意報、熱中症警戒アラートが発表されていないか確認
・落雷を予測するため、気象庁ＨＰの「雷ナウキャスト」などを活⽤するほか、⿊い雲の発生や雷鳴に留意する
・ 天候悪化に伴う交通規制や公共交通機関の運行規制情報を収集する
※イベントの準備・開催・撤収の時間帯における気象予測に加え、土砂災害等を予測するため、イベント開催前の状況も確
認すること
★事故発生時
・事故が発生した場合には、消防・警察・医療機関・事故対策本部への連絡
（１）情報の収集
・事故発生の日時、場所、人数、氏名、性別、年齢、処置の内容、けがの程度などを正確に把握する
（２）情報の一元化
・現地本部や事故対策本部における情報の集約・発信を行う ※オンラインツール（写真等も共有）の活用
（３）情報の発信
・情報を発進する場合、プライバシーに配慮し、誤解を招かないよう、正確な表現に努める。
（４）事故の記録
 ①収集した情報は、時間の経過に沿って記録する。
※事故記録表（経過記録）を参考にすること
②現地責任者や家族等にできるだけ速く、正確に伝える
 ・現地→本部→関係機関や家族等
（５）マスコミ等への報道提供
・必要に応じて市⻑・副市⻑レク、正副議⻑報告後に広報担当部局を通じて報道提供する。
 報道提供時点で公表できる内容を明確にするとともに、原則として課⻑級以上で報道機関からの取材、問い合わせに対応
する

役割

★事故発生時
・事故者の救助
 →応急処置を促す→応急処置後→（救急車やレスキュー隊がすぐに来ない場合）運搬→医療機関へ引き渡し

役割

★事故発生時
・安全管理責任者、警察、消防、医療機関、関係団体等との連絡・報告を行う。
・事故が発生したときの状況、事故者の概要などを記録しておく。
・随時、状況を把握（記録）しながら、各機関と連絡をとり、連携を図る。

緊急時連絡網

・イベントごとに作成した危機管理
マニュアルを確認し、リスクの減少
及び解消に努める。

役割

【巡回】
・開場前に会場・周辺の不審物の有無など安全確認を徹底する ※人目に付きにくい場所やトイレは特に注意
・人が多く集まっている場所や、事前に確認しておいた危険な場所には、巡回警備の人員を増やし、定期的な巡回を行う
・巡回警備担当者は、スタッフジャンパーや腕章などを着⽤し、警備担当であることが分かる服装で巡回する
・看板や場内アナウンスを活⽤し、来場者に危機対応の協力を呼び掛ける
★事故発生時
【誘導】
・二次災害を防止するため、事故発生現場への立入を規制する
・地震や火災が発生した際は、事前に決めてある安全な場所へ来場者を誘導する
・事故者以外の安全確保、人数確認 ※事故の拡大を防ぐためにも、事故者以外の安全と心のケアに努める。
↓事故発生現場を特定し、会場アナウンスや拡声器を使用して、危機を知らせ、来場者を落ち着かせつつ、
↓迅速かつ確実な避難を呼びかける。
↓できる限り多くのスタッフを動員し、誘導棒や拡声器を活用しながら、分かりやすい言葉で、なるべく
↓遠くに避難させる

役割

記録

役割

★事故発生時
・負傷者等が出た場合は、直ちに消防に通報し、できる限りの応急救護を行い、安全な場所へ避難させる
・負傷者の救護にあたっては、二次災害の発生に十分注意する
・多数の負傷者が発生した場合は、会場内に支援を呼びかけるなど、負傷者の救護に最善を尽くす
 ※事前にＡＥＤなどの救命⽤具の設置場所確認や救急道具の準備をしておく
・事故者の容態のチェックをしながら、悪化させないように保温、体位などに注意する。
・応急処置の準備 →応急処置を促す→応急処置後→医療機関へ引き渡し

役割



個人情報のため取り扱い注意

イベント名

発生日時・天候 〇月〇日　〇時〇〇分 発生場所

〇〇〇〇（男・女）〇歳 連絡先等

事故の概要

日時

〇/〇　〇：〇〇

〇/〇　〇：〇〇

〇/〇　〇：〇〇

〇/〇　〇：〇〇

〇/〇　〇：〇〇

〇/〇　〇：〇〇

〇/〇　〇：〇〇

経過記録

事象・対応など

事故発生

事故記録表（例）　※現場で記入し、写真等で共有　被害者ごとに1枚作成

〇〇　〇〇

被害者概要


